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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
筆者が研究対象としている重症心身障害児は，身体機能及び知的機能に重篤な制約があり，
周囲の変化に注意を向けることが難しい，周囲の人からの働き掛けに対して応答反応を示す
ことや外界に対して自ら探索をおこなうことが難しいといった状況にある。これまで，これ
らの状況の改善を図る研究・取り組みが行われ，一定の成果を挙げてきた。しかしながら，
これらの知見を統合し，発達援助モデルを示すことは現状ではできていない。また，探索行
動にかかる領域など，知見の蓄積が必ずしも十分ではない領域もある。筆者は，様々な発達
状況にある重症心身障害児に対して，それぞれの状況に応じた適切な働きかけを通じて，定
位反応を引き出し，さらにはリーチングの発現及びその範囲の拡大を促し，最終的に重症心
身障害児自身が自らの意思を表明する行動へと導きうる発達援助モデルを構築することを
試みた。 
そのために筆者は，まず揺らし刺激に着目し，定位反応を引き出すうえでのその効果を，
行動観察及び生理心理学的手法に基づき検討し，長期にわたる実践的検討を通じて確認して
いる。さらに，ものへの視覚的定位から探索活動への移行過程を検討するために，自らの周
囲に存在するものに手を伸ばすリーチングに着目し，リーチングの発現を促し，探索行動の
範囲の拡大に至るプロセスを，リーチング対象の空間上の位置とリーチングとの関係，リー
チングの際の手の動きに関する 3 次元行動解析，躯幹（体幹）及び頭部の動きの軌跡の分析
を通じて検討した。結果，触覚を介在させることによりものへの注視を引き出し，ガイダン
ス法によりリーチングの発生を導きうること，リーチング範囲の拡大を図るなかで重症心身
障害児の姿勢・運動調整及び上肢操作の向上が生じ，そのことがまた探索活動空間の拡大を
導き，ものの提示者の視線を追従する共同注視の発生へと繋がる一連のプロセスを明らかに
した。 
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以上の知見に基づき提示された発達援助モデルは，多様な初期発達状況にある重症心身障
害児に対し，それぞれの状況に応じた働き掛けを行い，対人相互交渉へと導く基本的な枠組
みを提示したものとして高く評価できる。ただし，揺らし刺激以外の刺激提示が定位反応の
発生を促す可能性の検討と，人対もの，人対人の二項関係が三項関係へと展開していくメカ
ニズムの解明は，今後の課題として残された。また，定位反応成立のプロセスをその背景要
因や関連因子の精査に基づきさらに検討し，事例の特徴に応じてモデルの工夫を行うことに
より，モデルの精緻化を図り，適応範囲を一層拡大していくことも今後の研究に委ねられた。  
このように本論文は，残された課題もあるものの，定位反応からリーチングを介した探索
活動の促進，さらに対人相互交渉への移行を連続した発達過程として捉え，重症心身障害児
の初期発達を促す発達援助モデルを初めて提示しただけでなく，重症心身障害児にかかる今
後の理論的研究，実践的・臨床的研究の展開のための枠組みを構築したものであり，斯学の
発展に大きく寄与するものといえる。 
よって，本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
